
光量子科学拠点（京都大学）

１．ミッション
○光量子技術、特に光量子センシングにおける研究拠点として、国際連携ならびに他の
国内拠点と連携。
〇京都大学の各研究科から優れた光量子技術人材（博士課程学生および修士課程
学生）を輩出、量子技術エコシステムに供給する。
〇国内のQIHネットワークを、京都大学の様々な卓越した研究分野（医学、薬学、化学、
物理学、数学、農学、情報科学など）と連結する。

２．活動
① 光量子センシング
光子ひとつ一つを操った「量子もつれ光」を用いた新
しいセンシング技術の研究
• 可視光の光源と検出器で、赤外光の吸収スペクト
ルを計測する「量子赤外分光システム」の遠赤外
化と社会実装を見据えた研究

• レーザー光から広帯域の可視と赤外の量子もつれ
光を発生させる非線形光学素子を用いた量子もつ
れ光源の研究

• 量子干渉を用いて非侵襲で物質の断面を観察で
きる「量子光干渉断層撮影装置（量子OCT）」
の高分解能化に関する研究

の実装に

② 冷却原子量子センサー
光で閉じ込めた超低温の原子を用いた新物理セン
サーの研究
• 周期的なポテンシャル「光格子」で、大量の超低温
原子をとじこめ、Hz程度の不確かさの「同位体シフ
ト分光システム」による新物理探索

• 単一原子の「光ピンセットアレー」で、空間の非等方
性を高精度に検証するシステムの開発

③ 光制御固体量子センサ―
ダイヤモンド等の新たな材料を用いた新しい量子セン
シング技術の研究
• ダイヤモンド中のスピンを光検出した高感度顕微
鏡・センサの研究：微量・微小領域の核スピン分
光(NMR)顕微鏡開発. 暗黒物質の探索に向けた
研究. 社会実装を見据えた応用研究

• 高感度化・高空間分解能化のための、高品質ダイ
ヤモンド合成研究、ナノダイヤモンド材料研究

• 高感度化や社会実装を見据えた量子センシング
手法研究、スピンの電気的検出・制御研究

フーリエ変換型量子赤外分光装置

広帯域量子もつれ光源のイメージ

同位体シフト分光システム

ダイヤモンドNMR顕微鏡・素子のイメージ
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